
第６回RFP　地産・地消型探査技術／課題解決型

閉鎖型生物残渣高速液化技術と環境浄化型養液栽培技術の確立
機関名：

プロジェクト概要

【目的】 【内容】

研究
テーマ名

2021年1月～ 2023年1月

　宇宙において食料の自給のためには、生物残渣に含
まれる元素を有効に活用するとともに、限られたス
ペースで効率的に処理し、且つ循環システムとして構
築する必要がある。本研究では、植物性の残渣を高速
分解する技術を基盤として、そこから発生する炭酸ガ
ス、および無機元素を全量回収し、養液栽培に利用す
る手法の確立を目指す。本システムは残渣の投入から
農産物の生産において閉鎖型管理で実施し、環境浄化
型植物生産法の確立を目指す。本技術はリサイクル処
理技術の導入だけでなく、月面などの宇宙や地上の両
方に有効なものを達成することで、資源循環社会に向
けた自立循環型水耕栽培システムの構築を目的とする。

　加工処理工程に搬入される野菜類の量と、それぞれ
の元素含量を定量的に評価するとともに、閉鎖型残渣
高速分解装置において発生する液肥の分析を実施し、
安定的な処理に資する条件を解明する。また、残渣投
入において、装置の自動化や物質循環のモニタリング
の自動化を行う。さらに、CO2回収ユニットを設置し
分解工程からのCO2の回収システムを構築する。
　上記の要素技術を確立後、閉鎖型残渣高速分解装置
から発生した液肥およびCO2を活用して、通常の養液
栽培処方と遜色の無い生育を示すことを明らかにす
る。また、元素分析および成分分析から、本システム
により生産された農産物の優位性を示すデータを定量
的に示す。
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第６回RFP　地産・地消型探査技術／課題解決型

セミドライフォグ栽培システムにおける噴霧制御の自動化
機関名：

プロジェクト概要

【目的】 【成果】

研究
テーマ名

2020年12月～ 2023年9月

　植物の根圏部に平均20-30μmの霧を噴霧し、栽培す
るセミドライフォグ®栽培システム「IKEUCHIPonics®」
にカメラやセンサー類を設置し、畳み込みニューラ
ルネットワークにより作物（レタス）の環境ストレ
スを推定する。そして、得られた作物の環境ストレ
スと現在手作業で行われている噴霧制御のパラメー
タの関係を機械学習によりモデル化し、その植物が
水分ストレスを受ける前兆段階で必要な量だけ培養
液を噴霧する制御手法を構築する。これにより、同
システムのさらなる節水化ならびに生育の好適化を
図ることで、水利用効率を向上させることを目的と
する。
　最終的には、環境特性やシステムの個体差、作物
の個体差がある場合でも、オンライン学習、強化学
習を利用することで、植物画像ならびに環境情報か
ら一つのニューラルネットワークで完全自動噴霧制
御を実現し、将来の月面農場へ適用することを目標
とする。

　IKEUCHIPonics内で定期的に可視画像と熱画像を
撮影できるシステムを構築した。AIを用いてレタス
の水分ストレスを早期に判別するために、潅水を制限
した試験区と制限しない対照区を用意して栽培実験を
行った。結果、ストレス付与後５分であれば85%、
15分であれば90%の正答率で判別できた。
　現在は判別できるAIを使って実際に栽培できるか
を評価するため、推定した水分ストレスに基づいて噴
霧制御を行なうプログラムを開発し、栽培管理者の経
験に基づく手動制御と収穫量および節水性を比較、評
価する試験を継続している。今後は、AIを搭載した
計算機をIKEUCHIPonicsに実際に接続して、モニタ
リングデータに基づく推論で噴霧制御を行いながらレ
タスを栽培する。これを様々な環境下で繰り返すこと
でAIの推論精度を高め、実用的なシステムを構築す
る。本手法を確立したのち、月面農場に適用した場合
の環境を想定した適用性の評価を行う 。
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